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昨年の４月から著作権情報センターの仕事をさせていただいてお

りますが、その事業が非常に多種多様であることに驚かされておりま

す。 

月刊「コピライト」、「著作権関係法令集」、各種パンフレット等の

発行から、「月例著作権研究会」、「市民のための著作権講座」、「著作

権研修講座」等を、東京のみでなく全国各地で実施しており、さらに

アジア地域における著作権制度の確立・著作権制度の相互理解を深め

るため、講師の派遣、講演会や留学生に対する奨学金の支給等も行っ

ており、著作権相談室における電話相談・面接相談や附属著作権研究

所における著作権制度に関する調査研究を行う等と列挙していると

きりがありません。 

これらの事業の件数や参加者数の多さは、日本レコード協会、日

本放送協会、日本民間放送連盟、日本音楽著作権協会の四団体で設立

した当時の事業から考えると隔世の感がありますが、これは、この四

団体のみでなく、関係する諸団体の皆様のご支援とご理解を得て、長

年にわたり地道な活動を続けてきたこと、著作権の問題が重要である

ことが一般に認識されてきたことの結果であると思っております。

特に、平成６年度からは、「私的録音・録画についての報酬請求権

制度および報酬の一部を著作権思想の普及事業、著作権に関する法

制・技術面の調査研究等の共通目的に使用する制度」により、「私的

録音補償金管理協会（SARAH）」の共通目的基金から助成金を受け

て行う事業に着手したことから、事業の範囲と規模が飛躍的に拡大し

ております。 

また、平成13年度からは「私的録画補償金管理協会（SARVH）」

の共通目的基金からも同様に助成金を受けることとなり、ますます、

当センターの共通目的事業の実施における役割の大きさ、責任の重さ

を感じさせられております。 

しかし、今年度に引き続き、来年度もSARAHからの助成金が減額

されますが、これは、著作権に関わる全ての皆様の為の団体であると

いう原点に帰って見直す絶好の時期であると考え、事業内容の充実と

当センターの発展のために努力を重ねたいと思います。 
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2002年（１～12月）の当協会加盟24社（受

託を含む）のオーディオレコードの総生産

は、数量が3億4,235万枚・巻で前年比89%、

金額が4,431億円で前年比88%となり、数

量・金額共前年実績を下回りました。 

オーディオレコードのうち、ＣＤシング

ルは、数量で8,276万枚（前年比76%）、金額

で605億円（前年比75%）と大幅なダウンと

なりました。また、ＣＤアルバムは、数量

で２億4,592万枚（前年比95%）、金額で3,713

億円（前年比91%）となりました。 

このため、オーディオレコードの生産実

績は４年連続マイナスとなり、邦盤・洋盤

とも1991年の実績と並ぶ結果となりました。 

また、ビデオレコードのうち、DVDは、

数量で5,384万枚（前年比139%）、金額で904

億円（前年比110%）と昨年に引き続き伸長

を遂げました。 
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昨年12月26日、当協会は、レコード各社による再販制度の更なる弾力運用と流通改善状況について、

「音楽用ＣＤ等の再販制度の弾力運用への取組状況」（2002年10月31日現在）として取り纏め、公正

取引委員会に提出しました。 

以下が同報告書です。 

 

公正取引委員会御中 

音楽用ＣＤ等の再販制度の弾力運用への取組状況 

社団法人日本レコード協会 

2001年３月23日、「著作物再販制度」の取り扱いに

ついて検討を行ってこられた貴委員会は、その検討

結果を公表され、「当面同制度を存置することが相当

である」との結論を出されました。と同時に、関係

業界に対し、現行制度の下で可能な限り運用の弾力

化等の取組みを進め、消費者利益の向上が図られる

よう、非再販商品の発行・流通の拡大、各種割引制

度の導入等による価格設定の多様化等の取組を行う

よう提案され、その実施を要請されました。 

レコード業界では、貴委員会から要請のあったレ

コード盤、音楽用ＣＤ、音楽用テープ（以下、音楽

用ＣＤという）の再販制度の弾力運用に関しては、

1992年４月以降各社自主的に前向きに取組み、当時

既に市販されるすべての音楽用ＣＤに発売日から２

年間の時限再販制度を完全導入した他、以降、毎年

の廃盤セールの実施、発売商品についての多種多様

な価格帯の設定等を行ってきております。 

更に、1998年３月の貴委員会の著作物再販制度の

検討結果を受けて、レコード各社は、是正措置を求

められた次の６項目①時限再販・部分再販等再販制

度の運用の弾力化、②各種の割引制度の導入等価格

設定の多様化、③再販制度の利用・態様についての

発行者の自主性の確保、④サービス券の提供等小売

業者の消費者に対する販売促進手段の確保、⑤通信

販売、直販等流通ルートの多様化及びこれに対応し

た価格設定の多様化、⑥円滑・合理的な流通を図る

ための取引関係の明確化・透明化その他取引慣行上

の弊害の是正に関しましても、引き続き弾力運用施

策等を積極的に実施しています。 

レコード業界では、国民から音楽用ＣＤの再販制

度維持に対し、一層のご理解が得られるよう、消費

者利益の向上を目指し、音楽用ＣＤの企画の多様性

の確保、流通の合理化など、改善・改革に自主的に

取組んで行きたいと考えております。 

以下に、レコード業界で行っている著作物再販制

度の弾力的な運用及び、流通の改善への取組状況を

記します。 

【音楽用ＣＤ等の再販制度に関する弾力的な運用と流

通改善について】 

１．時限再販・部分再販等再販制度の運用の弾力化 

①時限再販期間の短縮について 

レコードメーカーは1998年４月以降、時限再

販期間の短縮に取組み、同年11月以降発売され

た商品から各社順次にいわゆるシングル盤（邦

盤、洋盤）及び洋盤アルバムを中心として従前

発行後２年間であった時限再販期間を１年また

は６ヶ月に短縮してきた。 

更に、売上げの多くを占める邦盤アルバムに

ついても2000年５月に東芝EMI社が２年間から

１年間に短縮、同年８月にソニー・ミュージッ

クエンタテインメント社が２年間から６ヵ月間

に短縮したのを皮切りに、2001年２月から順次、

多くのメーカーが、時限再販期間を１年間に短

縮した。また、シングル盤（邦盤、洋盤）及び

洋盤アルバムについても多くのメーカーが６ヶ

月に短縮している。 

②時限再販期間経過後商品の値引販売について 

1998年４月以降、大手レコード店をはじめ地

域専門店においてもメーカーの協力を得て実施

している。なお、値引販売を行うことによって

拡売が見込まれるものについては、各社の営業

施策の一環として、販売店ともより協力的且つ

柔軟に対応して、時限再販期間経過後商品の店

頭値引セールを更に拡大していく。 

③インターネット廃盤セールの実施 

特に廃盤については、レコード業界全体で「廃

盤セール」を1992年から開催しているが、2001

年から、全国の音楽ファンに応えるため、それ

までの会場を使っての即売会方式から、インター

ネットを利用した「廃盤セール」に変更し、開

催期間もこれまでの２日間から14日間と期間を

延長し、実施している。 

第11回目となる2002年の開催概要は以下の通

り。 

名称：新品ＣＤ大ディスカウントフェア 

～レコードファン感謝祭2002 廃盤特別謝恩セール～ 

公正取引委員会へ再販弾力運用報告書を提出
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日程：2002年10月31日（木）～11月13日（水） 

出品商品：種類3,700タイトル、総数11万枚、廃

盤は定価の70％引きで販売。 

ホームページアドレス URL： 

http://fair.jmd.ne.jp 

更に、この廃盤の販売については、個々のメー

カーが取扱いを希望する販売店と組んで、販売

店自らがインターネットを利用して販売できる

よう研究を進める。 

④非再販商品の発売について 

当初から非再販商品として発行することにつ

いては、従来からインディーズ商品について実

施され、2000年５月以降、一部メーカーが洋楽

ポピュラー、クラシック等のＣＤアルバムにつ

いて実施してきているが、邦楽ＣＤアルバムに

ついても、2001年７月以降、多くのメーカーか

ら順次、非再販商品が発売されている。 

個々のメーカーは、消費者利益の観点に立ち、

どのような非再販ＣＤの企画がビジネスの拡大

に繋がるか調査研究し、可能なものがあれば発

売する。 

なお、各メーカーが非再販ＣＤとして発売可

能性のあるものとしては、国内制作音源等で「非

再販ＣＤとして発売することについて、著作者・

アーティスト等の権利者の了解を得られたもの」

が挙げられる。 

この中には、通販・訪販商品、特販商品、イ

ンディーズ商品、その他で権利者の了解を得ら

れたものも含まれる。 

⑤価格表示方法の変更について 

関係業界において、商品が非再販となってい

るか否かを認知しやすくするため、2001年４月

以降、時限再販期間や当初から非再販商品とし

て発行された商品の価格の表示方法を変更した。 

これまでＣＤの表示に関する業界推奨規格を

纏めた日本レコード協会規格「RIS204／オー

ディオＣＤの表示事項及び表示方法」では、時

限再販期間に関して「再販価格適用期限を発売

日の表示に近接した位置に記載する。」と規定し

ていたが、2001年３月16日付けでこれを「再販

価格適用期限を定価の表示に近接した位置に記

載する。」と改正した。 

この改正に併せて、同規格に価格表示推奨例

を掲示することとし、再販商品の価格表示推奨

例を掲示すると共に、非再販商品の価格表示方

法についても、「希望小売価格」「標準価格」等

の文言を使用した推奨例を掲示した。 

非再販商品として発行される商品の価格表示

方法については、流通・取引慣行ガイドライン

の趣旨に沿って、「希望小売価格」「売価」「標

準価格」等の表現を使った非拘束的な用語を用

いるよう、会員社に徹底し、順次実施されてい

る。 

２．各種割引制度の導入等価格設定の多様化 

①レコード店において、図書館、学校、カラオ

ケ教室等に販売する場合に値引きを行う例があ

る。また、関係業界において、2001年４月以降、

これらの値引きが再販制度の下でも例外として

実施可能であることを確認する。 

各メーカーは、音楽文化の発展・育成に協力

していると考えられる公立図書館、学校、カラ

オケ教室等が時限再販期間内のＣＤをレコード

販売店等を通じて購入する場合、販売店独自の

価格設定を可能とするように、「特約店契約書」

の再販価格指定に関する条項について、例えば

「但書き通知書」や「覚書」等によって契約特約

店での再販制度の弾力的運用が拡大するよう検

討していく。 

②各メーカーは、販売店が大量一括購入する場

合等における価格設定（リベートを含む）の多

様化については、販売施策の一環として取り組

んでいる。 

③設定される価格は、更に多様化している。ま

た、旧音源等を利用したアルバムでは、1,000

～2,000円程度の廉価盤商品の発行も一層拡大

している。 

３．再販制度の利用・態様についての発行者の自主

性の確保 

再販制度の利用については、従来から会員各

社の自主性が尊重されており、今後とも、この

基本精神は変ることはない。 

４．サービス券の提供等消費者に対する販売促進手

段の確保 

サービス券・ポイントカード等の利用につい

ては、販売店は1979年の公正取引委員会の指導

もあって、値引きという考えではなく個々の販

売店の販促・ユーザーサービスの一環として実

施しており、既に消費者へのサービス提供の手

段として定着している。 

今後もこのユーザーサービスは、各店の判断

で続けられ、実施店は更に増加していくと考え

られる。 
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５．通信販売・直販等流通ルートの多様化及びこれ

に対応した価格設定の多様化 

①インターネットを利用したＣＤの通信販売事

業者は、全国で数十社あるといわれ、送料の無

料化・割引やポイントカード制を実施する事業

者もある。 

各販売店は、各メーカー協力の下、販路拡大

の一施策として、インターネット利用によるＣ

Ｄ等の通信販売事業に積極的に参入してきてい

る状況にある。 

また、各メーカーは、今後も流通ルートの多

様化の一環として、自社ホームページ等を通じ

て一部市販商品（輸入盤含む）やレコード店流

通以外で販売している企画商品、教育用限定商

品等の通信販売に取り組む。 

②インターネットを利用した音楽配信は今日広

く行われており、メーカー各社は自社のホーム

ページを使用して、新譜ＣＤ等が無料で聴ける

試聴サービスを実施している。販売店において

も、高速大容量配信ネットワーク型の音楽検索

試聴システムが導入され始めている。 

また、有料の音楽配信事業には、1999年12月

にソニー・ミュージックエンタテインメント社

がレコード業界で始めて参入したのを皮切りに、

当協会加盟の殆どの社が音楽配信事業に参入し

ている。我が国の有料音楽配信ポータルサイト

（プラットホーム）には、「レーベルゲート」

「アークスター・ミュージック」「ドゥーブ・ドッ

トコム」等の他十以上のサイトがある。 

各メーカーが実施または実施予定している音

楽配信のタイプは、現時点においては店頭（キ

オスク）型、家庭型、移動体（モバイル端末）

型の３つに大別される。一部メーカーの中には、

中堅アーティストの未発表曲をシングルＣＤで

発売せず販売店のサイトを通じて有料配信（試

聴も可）を実施する等、インターネットの更な

る普及、ブロードバンド（広帯域）時代の到来

に伴い、各メーカーは、これらの音楽配信につ

いては今後も音楽コンテンツの流通ルートの多

様化の一環として取り組んで行く。 

６．取引関係の明確化・透明化その他取引慣行上の

弊害の是正 

①従前から、メーカーが共同で受注・物流会社

を設立しており、効率的・合理的に物流業務を

行っている。また、販売店からの受注には、原

則として注文の翌日に全国のレコード店に配達

できるシステムが構築されている。 

②販売店のPOSシステム支援のため、商品マス

ターのデーターベースを構築・運営し、「れこー

どばん」によるPOSシステム用商品カタログデー

ターの提供（契約会社に対する有料サービス）

を実施している。2001年９月からは「れこーど

ばん」に各商品の収録曲目を追加したより充実

した内容のデータベース提供を可能とし、「新れ

こーどばん（eCATS）」の提供サービスを始め

た。 

③当協会会員各社は、「新れこーどばん」及び

「店頭試聴機用の試聴音源データベース」の作成、

管理、運営を行うための新会社「株式会社ジャ

パンミュージックデータ」（資本金・１億円）を

2000年６月１日に設立した。同社は、「新れこー

どばん（eCATS）」及び「試聴用音源を提供す

る為の試聴音源データベース」等のシステムの

運営、管理を行っている。 

７．その他 

①１万円で１万500円分の「音楽ギフトカード」

が買える音楽ファン感謝キャンペーンの実施 

レコード各社等が出資している日本レコード

普及社では当協会の協力の下、1999年４月から

標記のレコード５％引きに相当する１万円で１

万500円分の「音楽ギフトカード」が買える音楽

ファン感謝キャンペーンを実施し、発行部数５

万セット（５億円分）限定で実施した。  

2000年11月、2001年11月にも同様のキャン

ペーンを３万セット（３億円分）限定で実施し

た。 

また、2002年11月からも、同様のキャンペー

ンを実施し、発行部数３万セット（３億円分）

限定で発売される。今後も適宜、実施して行く

予定である。 

②著作者等との契約等については、著作者・アー

ティスト等の収入に直接関わる大きな問題であ

るが、「仕切価格ベース」契約の可能性について、

今後更に研究していく。 

以上の通り、日本レコード協会会員各社は、日本

の音楽文化を育てている音楽用ＣＤ、レコード等の

再販制度を消費者利益の観点からこれまでも弾力的

に運用し、流通改善を進めてきましたが、この報告

書に記載の通り、前回の報告以降も、再販制度の更

なる弾力運用と流通改善に積極的に取組んでいます。 

以上 
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平成14年度(第57回)芸術祭贈呈式が、2003年１月16日（木）、千代田区紀尾井

町の赤坂プリンスホテル 五色「赤瑛」で開催されました。 

この芸術祭は、広く一般に内外の優れた芸術作品を鑑賞する機会を提供する

とともに、芸術の創造とその発展を図ることを目的に、昭和21年以来、毎年秋

に開催されています。 

演劇、音楽、舞踊、演芸、テレビ、ラジオ、レコードの各部門への応募作品

の中から、審査委員による審査が行われ、優れた成果を上げた芸術家や団体に

対し、大賞、優秀賞、放送個人賞が贈られました。レコード部門からは、大賞

１作品、優秀賞３作品が選ばれましたので、以下に、作品一覧に掲載されたコ

メントと共に４作品をご紹介します。 

 

■大賞 
〔エイヴィアン〔鳥〕 ･･･ アルディッティＳＱプレ

イズ西村 朗【西村 朗 作品集５】〕 

株式会社カメラータ・トウキョウ 

 

演奏技術の点でも表現内容の多様さの点でもきわ

めて至難な西村朗の弦楽四重奏は、この作曲家の室

内楽分野の代表作であるが、全３曲を超絶的なアン

サンブルと破格の緊張感をもって演奏している。作

品の完成度と演奏の完成度の両面で充実したＣＤと

して、単に現代音楽の聴き手を越えて広く聴かれる

べきものである。 

 

 

■優秀賞 
〔ソフトリー／小林 桂〕 

東芝EMI株式会社 

 

「ソフトリー」は本邦ジャズ・ヴォーカル界に新風

を吹込んできた小林桂の第５作目となるアルバム。

今回も得意のアメリカン・スタンダードを個性的な

ヴォイスとしなやかなリズム感で情感豊かに歌い上

げている。ラテンやボサノバのリズムも採り入れた

編曲（小林洋、石井彰）も秀逸でコンボ、ビッグ・

バンド、ストリングスなど多彩な伴奏陣の好演も光っ

ている。 

 

■優秀賞 

〔武満 徹：秋庭歌一具／伶楽舎〕 

株式会社ソニー・ミュージックジャパンインター

ナショナル 

 

日本の伝統楽器を現代的脈絡の中で展開した作品

として傑出したこの楽曲の完成から四半世紀近く経

て、このＣＤの演奏は、演奏者と楽曲とが深く馴染

み、より豊潤に熟した質の高いものとなっている。

このような演奏を楽家出身でない若手を中心とする

伶楽舎が実現している点も評価される。録音技術的

にも、ステージ上の演奏者の配置がわかる奥行きの

ある音響採録に成功している。 

 

■優秀賞 

〔ポエム・ハーモニカ／崎元 譲＆御喜 美江〕 

株式会社カメラータ・トウキョウ 

 

ハーモニカは身近な楽器でありながら、必ずしも

正当に評価されているとは言えない。この崎元譲に

よるアルバムは、御喜美江（アコーディオン）の好

サポートを得て、これまでのハーモニカに対する偏

見をくつがえした。たとえばイベール「水売り女」

における巧まざるユーモアは、この楽器の多様な可

能性をみごとに体現している。 

 

平成14年度 

文化庁芸術祭 

贈呈式開催 
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１月29日、東京地方裁判所は、イン

ターネット上におけるファイル交換

サービス「ファイルローグ」を提供し

ていた(有)日本エム・エム・オー（東

京都八王子市）及びその代表者である

松田道人氏に対し、同社の運営してい

たファイル交換サービス「ファイルロー

グ」が、当協会会員等19社の送信可能

化権及び(社)日本音楽著作権協会

（JASRAC）の自動公衆送信権等を侵

害しており、同社及び松田氏には損害

賠償責任があるとの判決を下しました。 

この判決を受け、JASRACと当協会

は、同日午後4時から千代田区のキャ

ピトル東急ホテルにおいて、共同記者

会見を行いました。この記者会見には、

JASRACから吉田理事長・加藤常務理

事・田中弁護士、当協会から富塚会

長・生野常務理事・前田弁護士らが列

席しました。 

今回の判決は、上記19社が、昨年２

月28日、日本エム・エム・オー社に対

し市販の音楽ＣＤから作成されたMP

３ファイルをサービスの対象としない

こと、並びに同社及び松田氏に対し約

１億5,100万円の損害賠償等を求めた

ことに対し、権利侵害行為の主体及び

損害賠償責任の有無に関する判断を中

間判決の形で行ったものです。

JASRACの訴えについても、

同様の判決が下されましたが、

具体的な差止の範囲及び損害

賠償金額については引き続き審

理が行われ、終局判決が下され

ることとなります。 

日本エム・エム・オー社は、

一昨年11月１日にインター

ネット上に「ファイルローグ」

日本語版サイトを開設、このサービス

を利用するために必要なソフトウェア

を無料で配布し、ファイルローグサー

バに接続した多数の利用者間で直接に

ファイルを送受信可能としていました

が、昨年１月のJASRAC及び当協会の

調査では常時交換可能な状態にあった

７万以上のMP３ファイルのほとんど

全てが、市販の音楽ＣＤ等から作成さ

れた権利侵害物と確認されていました。 

既に裁判所は、昨年４月９日、上記

19社の申請に基づき日本エム・エム・

オー社に対し差止を命ずる仮処分命令

を下していましたが、本日の判決にお

いても、同社が、音楽ＣＤの送信可能

化権を侵害する行為の主体であると判

断し、更に同社及び松田氏が連帯して

損害賠償責任を負うと認定したもので

す（尚、同社は、上記仮処分命令を受

け、昨年４月16日からサービスを停止

しております）。 

今回の判決は、国境のないインター

ネットの世界において、我が国が

“Pirate Paradise”（海賊天国）とな

ることを防止し、また著作権保護に関

する国際調和の観点からも大きな意義

をもつものです。 

当協会は、「音楽創造のサイクル」

を崩壊させ音楽文化の衰退をもたらす、

このようなインターネット上における

コンテンツの違法利用に対し、今後と

も断固たる姿勢で対処していく所存で

す。 

 

 

 

 

 

 

(社)日本音楽著作権協会(JASRAC)

と当協会は、1月22日（水）、千代田区

のキャピトル東急ホテルにおいて、昨

年実施した電子透かし技術を利用した

実証実験についての説明会を行い、そ

れぞれ以下の成果があったことを報告

しました。 

＜JASRAC＞ 

違法著作物データ監視システム

（J-MUSE）において、インターネッ

ト上で違法に利用されているＣＤ音源

や放送コンテンツの発見や侵害物を特

定すること。 

＜RIAJ＞ 

ＦＭ放送事業者等の協力の下、ＣＤ

音源の放送利用実態を電子的かつ自

動的に把握することが技術的に可能で

あること。 

JASRACから加藤常務理事・菅原送

信部部長、野方送信部ネットワーク課

課長、当協会から田中事務局次長が列

席した説明会には、マスコミ関係者を

はじめ、約90人が出席するなど、本実

験に対する関心の高さがうかがえまし

た。 

 

 

 

政府関係者と国際知的財産保護

フォーラム参加メンバーによる「知的

財産保護官民合同訪中団」は、昨年12

月２日から６日の間、北京、杭州、広

州の３箇所の中央政府機関と地方政

府機関を訪問しました。 

これは、政府関係者20名（西川経産

副大臣ほか、経産省、内閣官房、外務

省、文化庁、特許庁）と民間約70名（国

際知的財産保護フォーラム会員、現地

ファイル交換サービス運営会社 

（日本MMO社）の違法性認定 

東京地方裁判所が中間判決下す 

JASRAC・RIAJ、電子透かし
技術の有効性実証について 

記者会見を開催 

「知的財産保護官民合同訪中団」

概要報告 

１月２９日記者会見（於キャピトル東急ホテル） 
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企業、通訳）で構成され、日本の特許、

商標、意匠等の産業財産権と著作権の

保護強化の要請と意見交換をするため

に、中国の中央政府と地方政府の各行

政機関を訪問したものです。 

同訪中団の各中国政府機関に対し、

共通事項として、①模倣品・海賊版取

締りの一層の強化（特に再犯者、悪質

者への取り締まり徹底）、②地方政府

への指導・監督の強化、③司法制度の

充実（知財専門家の育成）、を要請し

ました。 

また、コンテンツ（著作権）関係に

ついては、北京の国家版権局他、各省

の版権局を訪問し、 

(1)訪中団代表から「共通要請事項」

を申し入れ、 

(2)政府代表から、現在も海賊版があ

とを絶たないことを指摘しつつ、民間

の海賊版対策をサポートすること等、

ミッションにおける政府の立場を説明

しました。引き続き、 

(3)コンテンツ関係代表からコンテン

ツ海外流通促進機構設立の経緯説明

と海賊対策の必要性を訴求すると共に、

新たな法制の下で取り締まりが強化さ

れているが、まだ改善の余地があると

して、①刑事罰適用の要件緩和、②行

政処分のための要件緩和と手続きの明

確化、③版権局と公安部の連携強化、

④海賊版に関する情報交換／要望等

の受付窓口の設置を要請しました。 

 

 

 

タイ政府は、横行する海賊版の取締

り強化策として、海賊版を販売する店

舗に加え、販売場所となっている

ショッピングモール等の所有者に対し

ても、取り締まりを強化する方針を明

らかにしました。 

今回の取り締まり強化の背景には、

国際貿易における交渉力強化と“海賊

天国”の汚名を返上したいという同政

府の意向があり、音楽、コンピュータ・

ソフトウェア、映画等の海賊版の販売

場所となっているバンコク市内の主要

ショッピングモールや商業地区12カ所

についても、具体名を挙げる等、取り

締まりに向けた断固とした姿勢を見せ

ています。 

タイの現行の知的財産法では、海賊

版のソフトウェアや音楽の海賊製品を

製造、販売した者に対し、５年以下の

懲役、または2,250米ドル以下の罰金

が課せられます。 

（ビルボード2003.２.８） 

 

 

 

当協会主催｢第17回日本ゴールド

ディスク大賞｣授賞式を以下の通り実

施いたします。 

■日時 2003年３月12日（水） 

開場：午後６時00分 

開演：午後７時00分 

終演：午後９時20分（予定） 

■開場 NHKホール（東京・渋谷） 

■放送予定 

・NHK衛星第２テレビ 

2003年３月12日（水） 

午後７時～午後９時20分（予定） 

・NHK総合テレビ 

2003年３月20日（木） 

午前24時15分～25時30分（予定） 

・デジタルハイビジョン 

2003年３月14日（金） 

午後７時30分～９時50分（予定） 

■問い合わせ先 

（社）日本レコード協会 

TEL：03-3541-4411 

 

 

 

１月31日、臨時総会が開催され、富

塚勇現会長の後任として、依田巽当協

会副会長（エイベックス株式会社代表

取締役会長兼社長）が満場一致で選任

されました。新会長の就任は３月１日、

任期は2004年５月末日までとなります。

また、富塚会長は、2001年４月１日に

当協会会長に就任し、現在２期目に

入っておりましたが、２月末をもって

当協会理事も退任の予定です。 

 

 

 

当協会では、協会設立60周年を記念

し、『日本レコード協会60周年記念誌

激動と挑戦の10年』を発行しました。 

今年の新年会において配布された本

記念誌は、ソフト産業、デジタル技術、

著作権制度、再販制度といった側面か

ら、2002年までの10年間を振り返る内

容となっています。 

 

タイ政府、海賊版取り締まりを強化 

第17回日本ゴールドディスク
大賞授賞式について 

『日本レコード協会60周年記念誌

激動と挑戦の10年』発行 

当協会会長交替 

 

（１月１日～１月31日） 
1・10 レコード倫理審査会 1・17 広報委員会 
1・14 法制委員会 1・24 執行委員会 
1・15 マーケティング委員会 1・31 理事会 
1・16 情報・技術委員会  

２００３年１月会議メモ （主なもの） 
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＜ 邦 楽 ＞ 
 

■２ミリオン 

TOP OF THE POPS／ 

桑田佳祐／2002.11.27(V) 
 
 
 
 

■クワドラプル･プラチナ 

The Ballads ～ Love & B'z ～

／B'z／2002.12.11(BM) 
 
 
 
 
RAINBOW／浜崎あゆみ／

2002.12.18(AVT) 
 
 
 
 
 

■トリプル･プラチナ 

TRUE／中島美嘉／

2002.08.28(AI) 
 
 
 
 

■ミリオン 

kiss～dramatic love story～／

Various／2002.07.10(BMG) 
 
 
 
 

■プラチナ 

アカペラ／ゴスペラーズ／2002.12.04(KS) 
TRUE SONG／Do As Infinity／2002.12.26(AVT) 
Second to None／CHEMISTRY／2003.01.08(DF) 

■ゴールド 

THE BADDEST Ⅲ／久保田利伸／2002.12.04(SR) 
Sugar High／鬼束ちひろ／2002.12.11(TO) 
月天心／一青 窈／2002.12.18(C) 
F album／KinKi Kids／2002.12.26(JE) 
 

＜ 洋 楽 ＞ 
 

■トリプル・プラチナ 

WOMAN 2／VARIOUS／2001.09.19(SI) 

ニュー･イヤー･コンサート 2002／小澤征爾＆ウィーン・フィル

／2002.01.19(UM) 

 

■プラチナ 

スマッシュ／OFFSPRING／1994.11.17(SI) 
カモン・カモン／シェリル・クロウ／2002.04.03(UM) 
 

■ゴールド 

グレイテスト･ヒッツ／ビョーク／2002.10.28(UM) 
ダズ・ディス・ルック・インフェクテッド？／Sum41／2002.11.25(UM) 

＜ 邦 楽 ＞ 
 

■ダブル・プラチナ 

大きな古時計／平井  堅／2002.08.28(DF) 
 

■プラチナ 

Ring／平井  堅／2002.11.07(DF) 
HERO／Mr.Children／2002.12.11(TF) 
 

■ゴールド 

涙そうそう／夏川りみ／2001.03.23(V) 
もらい泣き／一青 窈／2002.10.30(C) 
ding-dong／glider／TOKIO／2002.12.04(UM) 
Make my day／倉木麻衣／2002.12.04(GZ) 
JEWEL SONG／BESIDE YOU－僕を呼ぶ声－／BoA／2002.12.11(AVT) 
UNTITLED 4 ballads／Every Little Thing／2002.12.18(AVT)  

アルバム（18作品） 

GOLD ALBUM 他認定作品 

2002 年  月度12

シングル（9作品） 

※AI：ソニー・ミュージックアソシエイテッドレコーズ／AR：アンティノスレコード／AVT：エイベックス／BG：ビーグラムレコーズ／BM：バーミリオ

ンレコード／BMG：BMG ファンハウス／C：コロムビアミュージックエンタテインメント／CR：日本クラウン／CT：カッティング・エッジ／DF：デフスター

レコーズ／EI：エピックレコーズ・インターナショナル／EP：ゼティマ／ES：EPIC レコードジャパン／FL：フォーライフミュージックエンタテイメント

／GZ：ギザ／JA:ジェイ・ストーム／JE：ジャニーズ・エンタテイメント／JF：J-FRIENDS P.／K：キングレコード／KS：キューンレコード／MH：ソニー・

ミュージックハウス／PAR：プライエイド・レコーズ／PC：ポニーキャニオン／PG：ポリグラム／PI：パイオニア LDC／PO：ポリドール／PS：ポリスター

／PZ：ピザ・オブ・デス・レコーズ／RR：ロードランナー・ジャパン／SI：ソニーレコーズ・インターナショナル／SN：SENHA & CO.／SR：ソニー・ミュー

ジックレコーズ／TE：テイチクエンタテインメント／TF：トイズ・ファクトリー／TJC：徳間ジャパンコミュニケーションズ／TO：東芝 EMI／TRI：トライ

エム／UM：ユニバーサルミュージック／V：ビクターエンタテインメント／VAP：バップ／V2：ヴイツーレコーズ・ジャパン／WJ：ワーナーミュージック・

ジャパン／ZA：ヅァインレコーズ／ZJ：ゾンバ・レコーズ・ジャパン 

アルバム シングル

ゴールド Ｇ 累計200,000 以上 ゴールド Ｇ 累計100,000枚以上 50,000

プラチナ Ｐ 400,000 プラチナ Ｐ 200,000 100,000

ダブル・プラチナ ＰＰ 800,000 ダブル・プラチナ ＰＰ 400,000 200,000

ミリオン Ｍ 1,000,000 トリプル・プラチナ PPP 600,000 300,000

トリプル・プラチナ PPP 1,200,000 クワドラプル・プラチナ ＰＰＰＰ 800,000 400,000

クワドラプル・プラチナ ＰＰＰＰ 1,600,000 ミリオン Ｍ

２ミリオン ２Ｍ 2,000,000 ２ミリオン ２Ｍ

３ミリオン ３Ｍ 3,000,000 ３ミリオン ３Ｍ

４ミリオン ４Ｍ 4,000,000 ４ミリオン ４Ｍ

５ミリオン ５Ｍ 5,000,000 ５ミリオン ５Ｍ 5,000,000

アルバム／シングル
最低正味出荷枚数

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

最低正味出荷枚数
［邦　楽］ 略　号 ［洋　楽］ 略　号

ゴールド 

アルバム 

認定基準枚数 

一覧 

 

*５ミリオン以上は 100 万枚

単位で認定が上がります。 
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8ｃｍCD 12ｃｍCDｼﾝｸﾞﾙ 12ｃｍCDｱﾙﾊﾞﾑ アナログ ｶｾｯﾄ（ｼﾝｸﾞﾙ） ｶｾｯﾄ（その他）

573

2
575

559

6
565

1,716

188
1,904

1,583

1151,698
4,441

6,367

10,808

4,487

6,665

11,152

228
25253 203 1

189

552

552

544

544

575

589

381

14 381

 

2002年(平成14年)の1月～12月に発売された新譜数を集
計しました。 

図１ オーディオレコード新譜数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１ オーディオレコード新譜数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ビデオレコード新譜数 表２ ビデオレコード新譜数 

 

2002年１月～12月新譜数 

統 
■ 計 

■ 資 
■ 料 189 

DVD LD・その他

邦   楽 462 2 221 685

洋   楽 429 0 46 475

カラオケ 101 234 0 335

邦   画 664 0 276 940

洋   画 939 0 321 1,260

アニメ 1,364 0 832 2,196

882 0 504 1,386

4,841 236 2,200 7,277

(113%) (74%) (93%) (105%)

合計

備考：（　）内は対前年比

計

  ディスク
テープ種   類

音
楽

映
画

そ の 他

305 236
493 267

504

1,195 992
11

1,334
1,429

2,967
2,483

3

590

882

536

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

その他

映画

音楽

01 02 01 02 01 02
DVD LD・その他 テープ

4,841

4,268

319

2,200
2,363

236

単位：枚・巻単位：枚・巻

ｼﾝｸﾞﾙ ｱﾙﾊﾞﾑ 計 ｼﾝｸﾞﾙ その他 CD-G その他
演           歌 477 61 365 426 0 481 275 1,659 0 0

ポップス・歌謡曲 40 518 741 1,259 68 35 12 1,414 0 0
ﾆｭｰﾐｭｰｼﾞｯｸ 15 844 2,087 2,931 116 2 8 3,072 0 1

邦       小       計 532 1,423 3,193 4,616 184 518 295 6,145 0 1
0 2 184 186 0 0 7 193 0 0
9 9 77 86 0 24 49 168 0 0
0 6 111 117 0 2 12 131 0 0
17 123 616 739 0 0 17 773 0 0

盤 0 3 110 113 0 0 0 113 0 0
0 0 1 1 0 0 0 1 44 69
1 17 195 212 5 0 1 219 0 44

559 1,583 4,487 6,070 189 544 381 7,743 44 114
(98%) (92%) (101%) (99%) (83%) (99%) (66%) (96%) (73%) (82%)

ロック・ディスコ 5 83 2,573 2,656 4 0 0 2,665 0 0
ジャズ・フュージョン 0 4 1,194 1,198 9 0 0 1,207 0 0

洋 ポピュラーソング 0 25 592 617 0 0 0 617 0 0
映  画  音  楽 0 0 233 233 1 0 0 234 0 0
そ    の    他 1 0 92 92 0 0 0 93 0 0

      小       計 6 112 4,684 4,796 14 0 0 4,816 0 0
盤 0 0 1,939 1,939 0 0 0 1,939 0 0

0 3 42 45 0 0 0 45 0 1
6 115 6,665 6,780 14 0 0 6,800 0 1

(300%) (61%) (105%) (103%) (56%) - - (103%) - -
565 1,698 11,152 12,850 203 544 381 14,543 44 115

(98%) (89%) (103%) (101%) (80%) (99%) (65%) (99%) (73%) (83%)
備考：(  ）内は対前年比

合        計

 
歌
謡
曲

邦   盤   計

 
ポ
ピ

ュ

ラー

洋   盤   計

軽      音      楽
民  謡 ・ 純邦楽

教育・教材・童謡・童話

アニメーション

そ     の     他

ク  ラ  シ  ッ  ク

ク  ラ  シ  ッ  ク

そ      の      他

複合型
（参　　考）

カ   ラ   オ   ケ

単位：枚・巻

8cmCD
12cmCD

ｱﾅﾛｸﾞ
カセット

合計

14
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備考 １．本年実績は、会員会社「24 社」の集計である。当会員会社が受託した非会員社からの販売委託分を含む。

   ２．単位未満四捨五入により、内訳と合計が一致しない場合がある。 

  

邦 561 2 108 270 1 131 7,801 2 84 3,808 1 99

 洋 1 0 18 0 0 31 167 0 32 53 0 116

シ  計 562 2 106 270 1 130 7,967 2 81 3,861 1 99

ン 邦 4,850 17 77 3,607 9 74 73,371 21 75 55,604 13 74

グ  洋 36 0 58 31 0 59 1,421 0 110 1,073 0 98

ル 計 4,887 17 77 3,638 9 74 74,793 22 75 56,677 13 74

邦 5,411 18 79 3,877 10 77 81,172 24 75 59,412 13 75

 洋 38 0 54 31 0 58 1,588 0 88 1,126 0 99

 計 5,449 19 79 3,908 10 76 82,760 24 76 60,538 14 75

邦 17,075 58 108 27,238 69 96 169,303 49 93 262,590 59 88

洋 5,542 19 86 7,400 19 82 76,616 22 100 108,678 25 99

計 22,617 77 102 34,639 88 93 245,919 72 95 371,268 84 91

邦 22,485 77 99 31,116 79 93 250,475 73 86 322,002 73 85

洋 5,580 19 86 7,431 19 82 78,204 23 100 109,804 25 99

計 28,066 96 96 38,547 97 91 328,679 96 89 431,806 97 88

邦 24 0 47 26 0 74 573 0 53 645 0 58

洋 2 0 9 2 0 11 124 0 59 137 0 58

計 25 0 37 28 0 52 697 0 54 782 0 58

邦 1,185 4 84 973 2 99 12,921 4 86 10,495 2 87

洋 3 0 103 2 0 85 52 0 85 46 0 88

計 1,187 4 84 975 2 99 12,972 4 86 10,542 2 87

邦 23,694 81 98 32,114 81 93 263,968 77 86 333,142 75 85

洋 5,584 19 86 7,435 19 82 78,379 23 100 109,987 25 99

計 29,278 100 96 39,550 100 91 342,348 100 89 443,129 100 88

2002 年 12 月 レコード生産実績

12 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 12 月 ） 累  計

総合計

表１．オーディオレコード

           数量  ： 千枚･巻
単位
           金額  ： 百 万 円

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

社団法人  日本レコード協会

小
計

アナログ
ディスク

カセット
テ  ー プ

12cm

CD

 8cm

CD

12cmCD
アルバム

Ｃ  Ｄ
合  計

 

2002年12月レコード生産実績

1 月    実    績

5,814 83 130 11,313 72 102 53,836 80 139 90,358 67 110

147 2 101 243 2 84 1,853 3 87 3,123 2 87

1,064 15 62 4,083 26 69 11,782 17 70 42,388 31 67

7,025 100 111 15,638 100 91 67,471 100 117 135,869 100 91

12 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 12 月 ） 累  計

DVD

テ  ー プ

合      計

LD・その他

表２．ビデオレコード

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

29,278 81 96 39,550 72 91 342,348 84 89 443,129 77 88

7,025 19 111 15,638 28 91 67,471 16 117 135,869 23 91

36,303 100 98 55,188 100 91 409,819 100 93 578,998 100 89

2002 年 （ １ 月 ～ 12 月 ） 累  計

合         計

12 月    実    績

ビ   デ   オ

オーディオ

表３．オーディオ／ビデオ合計

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比

10,165 100 79 1,398 100 89 120,571 100 89 14,250 100 88

0 0 - 0 0 - 0 0 0 0 0 0

10,165 100 79 1,398 100 89 120,571 100 89 14,250 100 88

12 月    実    績 2002 年 （ １ 月 ～ 12 月 ） 累  計

合      計

邦      盤

洋      盤

＜参考＞表４．複合型ＣＤ（ＣＤ－Ｇ、ＣＤ－Ｉ、ＣＤ－ＲＯＭなど）

数    量 構成
比

前   年
同月比

金    額 構成
比

前   年
同月比

数    量 構成
比

前   年
同期比

金    額 構成
比

前   年
同期比
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